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我が国の 65 歳以上の高齢者人口は、昭和 25（1950）年には総人口の５％に満たなかったが、昭
和 45（1970）年に７％を超え、さらに、平成６（1994）年には 14％を超えた。高齢化率はその後も
上昇を続け、2016年、27.3％に達している。総人口が減少する中で高齢者が増加することにより高
齢化率は上昇を続け、2036 年に 33.3％で３人に１人となる。2042 年以降は高齢者人口が減少に転
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